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募

 

集

島
原
市
奨
学
金

▼
貸
付
対
象
学
校
と
貸
付
月
額

 

・
高
等
学
校
（
専
修
学
校
の
高
等

　
課
程
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
課

　
程
）…

 

１
万
５
０
０
０
円

 

・
高
等
学
校
以
外
（
大
学
・
短
大
・

　
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
な

　
ど
）…

 

２
万
５
０
０
０
円

※

貸
付
は
無
利
子
で
す

▼
対
象
者　
次
に
掲
げ
る
事
項
を

　
す
べ
て
満
た
す
人

①
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
市
内
在

　
住
で
あ
る
こ
と

②
高
校
、
大
学
な
ど
に
在
学
す
る

　
人
（
専
修
学
校
な
ど
は
２
年
以

　
上
の
課
程
に
修
業
す
る
人
）

③
経
済
的
理
由
で
、
修
学
が
困
難

　
な
人

④
学
業
成
績
が
良
好
で
、
品
行
方

　
正
な
人

⑤
日
本
学
生
支
援
機
構
・
長
崎
県

　
育
英
会
な
ど
の
奨
学
生
で
は
な

　
い
こ
と

▼
償
還
方
法　
高
校
な
ど
卒
業
の

　
半
年
後
か
ら
貸
し
付
け
を
受
け

　
た
期
間
の
２
倍
の
期
間
内
に
、　

　
月
賦
ま
た
は
半
年
賦
の
方
法
で

　
償
還

▼
受
付
期
限　
６
月
29
日
㈮
ま
で

▼
申
込
方
法　
教
育
総
務
グ
ル
ー

　
プ
ま
た
は
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
に
備
え
付
け
の
願
書
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
そ
の
他
必
要
な

　
書
類
を
添
え
て
教
育
総
務
グ
ル

　
ー
プ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※

願
書
な
ど
は
市
教
育
委
員
会
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
教
育
総
務
グ
ル
ー
プ
（
☎
内
線

　
６
２
１
）

岡
田
甲
子
男
記
念
奨
学
金

▼
貸
付
対
象
学
校
と
貸
付
月
額

 

・
高
等
専
門
学
校
（
１
〜
３
年
次
）

　

…

３
万
円

 

・
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
、
高

　
等
専
門
学
校
（
４
〜
５
年
次
）　

　
…

５
万
円

※
貸
付
は
無
利
子
で
す

▼
対
象
者

 

・
新
入
学
生
で
奨
学
生
と
し
て
ふ

　
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
る
こ
と

 

・
保
護
者
が
県
内
に
住
所
を
有
す

　
る
人

▼
償
還
方
法　
貸
与
終
了
の
６
カ

　
月
後
か
ら
、
貸
与
期
間
が
２
年

　
以
内
の
人
は
５
年
以
内
、
そ
れ

　
以
外
の
人
は
10
年
以
内
に
償
還

▼
受
付
期
限　
４
月
27
日
㈮
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
岡
田
甲
子
男
奨
学
財
団
（
☎
０

　
９
５
６
ー
２
４
ー
０
０
１
１
）　

　
ま
た
は
教
育
総
務
グ
ル
ー
プ
（
☎

　
内
線
６
２
１
）

幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）

▼
資　
格　
20
歳
以
上
26
歳
未
満

　
の
人

※

22
歳
未
満
の
人
は
大
卒
（
見
込

　
み
を
含
む
）

※

大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
お
よ

　
び
自
衛
官
は
28
歳
未
満

▼
受
付
期
限　
４
月
27
日
㈮
ま
で

▼
一
次
試
験　
５
月
12
日
㈯
・
13

　
日
㈰

幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤
）

▼
資　
格　
専
門
の
大
卒
（
見
込

　
み
を
含
む
）
で
、
20
歳
以
上
30

　
歳
未
満
の
人

※

薬
剤
は
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の

　
人

▼
受
付
期
限　
４
月
27
日
㈮
ま
で

▼
一
次
試
験　
５
月
12
日
㈯

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

▼
資　
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

　
の
人

▼
受
付
期
間　
年
間
を
通
じ
て
行
っ

　
て
い
ま
す

▼
試
験
日　
受
け
付
け
の
と
き
に

　
お
知
ら
せ
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
島
原
地
域
事
務
所
（
☎

62
３
７
５
９
）

　
長
崎
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
犯
罪
被
害
に
あ
っ
た
被
害
者

へ
の
支
援
員
と
し
て
、
電
話
相
談

や
広
報
啓
発
活
動
な
ど
に
参
加
す

る
被
害
者
支
援
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
者
支
援
員
養
成
講
座
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
講
座
期
間　
６
月
か
ら
11
月
ま

　
で
、
月
２
回

▼
対
象
者　
20
歳
以
上
で
健
康
な

　
人

▼
申
込
期
限　
５
月
19
日
㈯
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
被
害
者

　
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
５
ー

　
８
２
０
ー
４
９
７
８
）

　
４
月
２
日
か
ら
、
平
成
24
年
度

の
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

を
公
開
し
ま
す
。

　
縦
覧
制
度
は
、
市
内
に
土
地
・

奨
学
金
の
貸
し
付
け

自 

衛 

官

被
害
者
支
援
員
養
成
講
座

受
講
生

ら
知
お

せ

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

価
格
等
帳
簿
の
縦
覧

17 平成24.3.

き　
ね　
お



18平成24.3.

家
屋
を
所
有
す
る
固
定
資
産
税
の

納
税
者
が
、
他
の
土
地
・
家
屋
の

価
格
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
人
が
所
有
す
る
資
産
の
評
価
が

適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
で

き
る
制
度
で
す
。

　
平
成
24
年
度
は
評
価
替
え
年
度

で
す
の
で
、
土
地
・
家
屋
の
価
格

の
見
直
し
と
な
り
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間　
４
月
２
日
か
ら
５

　
月
31
日
ま
で（
土
曜
日・日
曜
日
・

　
祝
日
は
除
く
）
８
時
30
分
か
ら

　
17
時
15
分
ま
で

▼
縦
覧
場
所　
税
務
グ
ル
ー
プ
固

　
定
資
産
税
班

▼
縦
覧
で
き
る
人　
土
地
ま
た
は

　
家
屋
を
所
有
す
る
固
定
資
産
税

　
の
納
税
者

▼
縦
覧
で
き
る
内
容

 

・
土
地…

所
在
、
地
番
、
地
目
、

　
地
積
、
価
格

 

・
家
屋…

所
在
、
家
屋
番
号
、
種

　
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格

▼
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
グ
ル
ー

　
プ
固
定
資
産
税
班
（
☎
内
線
１

　
７
３
）

　
こ
の
制
度
は
、
市
民
皆
さ
ん
の

交
通
事
故
に
よ
る
災
害
を
会
員
相

互
で
助
け
合
う
も
の
で
す
。

　
申
し
込
み
は
町
内
会
・
自
治
会

で
取
り
ま
と
め
る
か
、
個
人
で
申

し
込
む
場
合
は
、
直
接
市
役
所
で

加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
加
入
資
格　
市
の
住
民
基
本
台

　
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、
外

　
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
、
市

　
外
に
就
学
し
て
い
る
学
生
や
福

　
祉
施
設
の
入
所
者
で
会
員
の
扶

　
養
に
な
っ
て
い
る
人

▼
共
済
期
間　
４
月
１
日
か
ら
平

　
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

※
年
度
途
中
か
ら
加
入
し
た
場
合

　
は
、
加
入
日
の
翌
日
か
ら
の
適

　
用
と
な
り
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
交
通
防
災

　
班
（
☎
内
線
２
４
１
）
ま
た
は

　
有
明
支
所
（
☎
内
線
５
０
８
）

　
受
給
資
格
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
申
請
を
し
て
い
な
い
た
め

に
手
当
を
受
け
て
い
な
い
人
は
い

ま
せ
ん
か
。

　
（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

る
に
は
、
父
、
母
ま
た
は
養
育
者

か
ら
の
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
だ

認
定
申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

い
ず
れ
も
所
得
制
限
有
り

児
童
扶
養
手
当

▼
対
象
者　
次
の
①
か
ら
⑤
ま
で

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子
（
18

　
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

　
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
人
）

　
を
監
護
し
、
か
つ
、
生
計
を
同

　
じ
く
す
る
父
ま
た
は
母
ま
た
は

　
養
育
者

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
子

③
父
ま
た
は
母
が
一
定
程
度
の
障

　
が
い
の
状
態
に
あ
る
子

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

　
で
な
い
子

⑤
そ
の
他
（
父
ま
た
は
母
が
１
年

　
以
上
遺
棄
し
て
い
る
子
、
父
ま

　
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ

　
て
い
る
子
な
ど
）

▼
支
給
額　
子
の
人
数
、
父
ま
た

　
は
母
お
よ
び
同
居
親
族
の
所
得

　
状
況
に
よ
り
決
定
し
ま
す

▼
支
給
方
法　
４
月
、
８
月
、
12

　
月
の
年
３
回
口
座
振
り
込
み

▼
支
給
開
始
月　
申
請
を
受
け
付

　
け
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
受
給
資
格
者
お
よ
び
子
の
戸
籍

　
謄
本
と
住
民
票

②
受
給
資
格
者
の
印
鑑

③
受
給
資
格
者
名
義
の
通
帳

④
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
で
市

　
内
に
住
ん
で
い
な
か
っ
た
人
は

　
本
人
・
扶
養
義
務
者
な
ど
の
所

　
得
課
税
証
明
書

※

養
育
状
況
に
よ
り
、
別
途
提
出

　
書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

　
す

特
別
児
童
扶
養
手
当

▼
対
象
者　
精
神
ま
た
は
身
体
に

　
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未

　
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
母
、　

　
ま
た
は
そ
の
児
童
を
監
護
し
、　

　
か
つ
生
計
を
維
持
す
る
養
育
者

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
診
断
書
（
児
童
の
障
が
い
の
状

　
況
に
よ
っ
て
様
式
が
異
な
り
ま

　
す
の
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

　
い
）

②
他
は
、
児
童
扶
養
手
当
と
同
様

　
（
た
だ
し
、
通
帳
は
ゆ
う
ち
ょ
銀

　
行
の
も
の
に
限
り
ま
す
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
こ
ど
も
支
援
グ
ル
ー
プ
こ
ど
も

家
庭
班
（
☎
内
線
２
７
８
）
ま
た

は
有
明
支
所
（
☎
内
線
５
０
６
）

　
最
近
、
犬
の
フ
ン
や
野
良
猫
へ

の
餌
付
け
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
り
、

周
り
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
次

の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
犬

 

・
放
し
飼
い
に
は
せ
ず
、
綱
や
鎖

　
で
繋
い
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
万

　
一
、
人
や
動
物
に
危
害
を
加
え

　
た
場
合
は
、
飼
い
主
の
責
任
が

　
問
わ
れ
ま
す

 

・
無
駄
吠
え
を
す
る
場
合
、
原
因

　
を
突
き
止
め
、
散
歩
を
さ
せ
た

　
り
、
し
つ
け
を
す
る
な
ど
し
ま

　
し
ょ
う

 

・
道
路
、
公
園
は
み
ん
な
の
も
の

　
で
す
。
散
歩
時
の
フ
ン
は
持
ち

　
帰
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▼
猫　
猫
を
飼
う
際
は
、
家
の
中

　
で
飼
う
こ
と
も
考
え
て
み
ま
し

　
ょ
う
。
事
故
や
病
気
か
ら
守
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
犬
・
猫　
野
良
犬
、
野
良
猫
に

　
は
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
グ
ル
ー

　
プ
衛
生
保
全
班
（
☎
内
線
１
９

　
２
）

　
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

▼
対
象
者　
公
務
扶
助
料
や
遺
族

　
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
た
人
が

　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

犬
・
猫
を
飼
っ
て
い
る
人
へ

交
通
災
害
共
済

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る

第
九
回
特
別
弔
慰
金

（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
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『
島
原
大
変
』
と
そ
の
復
興

　
東
日
本
大
震
災
一
周
年
に
合
わ

せ
、
島
原
大
変
の
歴
史
と
教
訓
を

学
び
ま
す
。

▼
と
　
き　
３
月
11
日
㈰　
19
時

　
か
ら

▼
と
こ
ろ　
森
岳
公
民
館

▼
講
　
師　
太
田
一
也
先
生
、
松

　
尾
卓
次
先
生

▼
入
場
料　
無
料

※

島
原
大
変
史
料
展
を
同
時
開
催

　
し
ま
す

歴
史
作
家 

星
亮
一 

講
演
会

　
戊
辰
戦
争
を
扱
っ
た
作
品
な
ど

で
有
名
な
星
亮
一
先
生
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き　
３
月
18
日
㈰　
14
時

　
か
ら

▼
と
こ
ろ　
森
岳
公
民
館

▼
講
　
師　
星
亮
一
先
生
（
歴
史

　
作
家
、
東
北
福
祉
大
講
師
）

▼
演
　
題　
島
原
の
乱
と
戊
辰
戦

　
争
（
仮
）

▼
入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
グ
ル
ー

プ
（
☎
内
線
６
６
２
）

▼
と
　
き　
３
月
22
日
㈭　
10
時

　
か
ら

▼
と
こ
ろ　
雲
仙
自
動
車
学
校

▼
申
込
期
限　
３
月
９
日
㈮
ま
で

　
（
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼
申
込
方
法　
島
原
警
察
署
の
免

　
許
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
請
書

　
と
受
験
票
に
必
要
事
項
を
記
入

　
し
、
免
許
用
写
真
、
住
民
票
（
本

　
籍
地
記
載
が
あ
る
も
の
）、
申
請

　
手
数
料
（
１
６
５
０
円
）
を
添

　
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
島
原
警
察
署
（
☎
64
０
１
１
０
）

保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
も
、
20
歳
か
ら
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
本
人
に
一
定
以
上
の

所
得
が
な
け
れ
ば
保
険
料
の
支
払

　
21
年
３
月
31
日
の
間
に
亡
く
な

　
る
な
ど
し
、
平
成
21
年
４
月
１

　
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
や
遺

　
族
年
金
な
ど
の
受
給
権
者
が
い

　
な
い
場
合
に
、
戦
没
者
の
死
亡

　
当
時
の
遺
族
で
、
次
の
順
番
に

　
よ
る
最
も
先
順
位
の
遺
族
一
人

１
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

　
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

　
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

　
得
し
た
人

２
戦
没
者
の
子

３
戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有
し
て

　
い
た
（
１
）
父
母
（
２
）
孫
（
３
）

　
祖
父
母
（
４
）
兄
弟
姉
妹
（
平

　
成
21
年
４
月
１
日
に
お
い
て
婚

　
姻
に
よ
り
姓
が
変
わ
っ
て
い
る

　
人
、
ま
た
は
遺
族
以
外
の
人
と

　
養
子
縁
組
を
し
て
い
る
人
は
除

　
き
ま
す
）

４
右
記
３
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の

　
（
１
）
父
母
（
２
）
孫
（
３
）
祖

　
父
母
（
４
）
兄
弟
姉
妹

５
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等

　
内
の
親
族
（
戦
没
者
な
ど
の
死

　
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上

　
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
人
）

▼
支
給
内
容　
額
面
24
万
円
、
６

　
年
償
還
の
記
名
国
債

▼
請
求
期
限　
４
月
２
日
㈪
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
保
健
総

　
務
グ
ル
ー
プ
総
務
調
整
班
（
☎

　
内
線
３
３
１
）

原
付
免
許
試
験

肥前温泉災記より星   亮一  先生

市
民
文
化
講
座

　町内会・自治会は、地域に住む人たちによって
運営されている一番身近な自治組織です。
　町内会や自治会では、行政情報の伝達や生活環
境の整備、親睦活動などを行っています。また、
自主防災活動を通して安全で安心なまちづくりも
進めています。
　引っ越してきたばかりで、まだ町内会や自治会
に加入していない人などは、日常生活や地域をよ
り豊かで潤いのあるものにするために、町内会や
自治会に加入しましょう。
　詳しくは、お住ま　　　　　　　　　　　　　
いの地域の町内会長・　　　　　　　　　　　　
自治会長、または、　　　　　　　　　　　　　
政策企画グループ秘　　　　　　　　　　　　　
書広報班（☎内線　　　　　　　　　　　　　　
124）へ。

　市では、平成 24 年度から平成 26 年度までの３
年間における基本的な高齢者福祉政策の考え方や、
事業内容を明らかにすることをねらいとして「島原
市老人福祉計画（第 6 期）」の作成を進めており、
この計画 ( 案 ) について市民の皆さんの意見を募集
しています。
♣計画 ( 案 ) の配布場所　福祉保健総務グループと
　　有明支所で配布しています。また、市ホームペ
　　ージからも見ることができます
♣募集期限　３月 14日 ( 水 ) まで
♣意見の提出方法　計画 (案 ) 配布
　　場所に備え付けの意見提出用紙
　　に記入して提出してください　
♣提出・問い合わせ先
　　福祉保健総務グループ
　　福祉班（高齢者）（☎内線 277）

● 町内会・自治会へ加入しましょう ● ♣ 島原市老人福祉計画 (案 ) に関する意見募集 ♣
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前立腺とは？
　前立腺は男性だけにあり、栗くらいの大きさの臓
器です。膀胱のすぐ下にあり尿道の一部をとり囲ん
でいます。前立腺の主な役割は射精のために必要な
液体の一部を産生することです。
前立腺がんが増えている
　前立腺がんは米国男性の中で 2番目に死亡数が多
いがんです。日本においては 9番目ですが、徐々に
増加しています。前立腺がんは高齢者に多く、50
歳代から発見されることがあります。
前立腺がんと前立腺肥大症
　前立腺肥大症も高齢者に多い疾患です。おしっこ
が出にくい、おしっこの回数が多い、排尿後におし
っこが残った感じがするなどの症状がみられます。
前立腺肥大症はあくまでも良性腫瘍ですが、前立腺
がんは悪性腫瘍です。
前立腺がんの症状と PSAについて
　前立腺がんは早期では全く症状がありません。進

病 気 ・ け が の 最 前 線 

行するとおしっこの出具合が悪い、血尿などの症状
がみられます。さらに進行し、骨に転移すると背中
や腰に痛みを伴います。PSA検査は前立腺がんを発
見するための血液検査で、PSA値が高いほど前立腺
がんが疑われます。前立腺がんは初期では症状も少
ないため発見が遅れがちですが、早期に治療すれば
完治も十分に可能です。50歳以上の方は一度検査
をお勧めします。
前立腺がんの検査と治療
　前立腺がんが疑われる場合には、前立腺針生検を
行います。針生検とは直腸から超音波を当てながら
前立腺の位置を確認し、細い針で組織を採取します。
前立腺の組織標本を直接顕微鏡で観察して、悪性か
良性かを判断します。治療法は手術、放射線、ホル
モン（薬物）療法があります。進行度、年齢、合併
症の有無によって主治医と相談して決めます。

『近年増加している前立腺がんについて』
長崎県島原病院
　泌尿器科　 松 尾　 学

病 気 ・ け が の 最 前 線 病 気 ・ け が の 最 前 線 シリーズ

い
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
年
度

ご
と
に
必
要
で
す
。
平
成
23
年
度

に
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
し

た
人
で
平
成
24
年
度
も
引
き
続
き

同
じ
学
校
へ
在
学
予
定
と
思
わ
れ

る
人
に
は
３
月
下
旬
に
申
請
書
（
ハ

ガ
キ
形
式
）
が
届
き
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
日
本
年
金
機

構
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

以
外
の
初
め
て
申
請
を
す
る
人
や

学
校
を
移
っ
た
人
な
ど
は
、
印
か

ん
と
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学

証
明
書
を
持
参
し
、
市
の
窓
口
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
金
出
張
相
談
所

▼
と
　
き　
３
月
21
日
㈬
・
４
月

　
18
日
㈬　
10
時
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
ロ
ビ
ー

▼
募
集
人
数　
20
人

▼
申
込
方
法　
相
談
開
設
日
の
10

　
日
前
ま
で
に
年
金
相
談
受
付
票

　
に
よ
る
予
約
（
電
話
予
約
可
）　

　
を
し
て
く
だ
さ
い

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

年
金
相
談
所

▼
と
　
き　
毎
週
木
曜
日　
９
時

　
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
ロ
ビ
ー

▼
申
し
込
み　
当
日
先
着
順
（
予

　
約
不
要
）

※

相
談
を
受
け
る
人
は
、
日
本
年

　
金
機
構
か
ら
の
書
類
や
年
金
手

　
帳
、
年
金
証
書
な
ど
、
参
考
と

　
な
る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ

　
い

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
稼
働
中

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
履
歴

や
年
金
額
を
確
認
し
た
い
人
は
印

か
ん
と
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）
を
国

民
年
金
班
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
国
民
年
金

班
（
☎
内
線
２
３
２
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

　
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
Ａ
Ｃ
電

源
付
き
）、
ス
ピ
ー
カ
ー
（
２
個
）、

製
図
板
・
製
図
台
・
ド
ラ
フ
タ
ー
、

島
原
農
業
高
校
女
子
制
服
（
夏
・

冬
一
式
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

　
有
明
中
学
校
女
子
制
服
（
１
６

０
cm
）、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト

　
詳
し
く
は
、
市
民
生
活
グ
ル
ー

プ
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
内
線

１
８
４
）
へ
。

換
交
の
品
要
不
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　本の返却が１カ月
以上遅れた人には新
たな貸し出しはしま
せんので、早めの返
却をお願いします。

開館時間…10：00～18：00（金曜日は20時まで）
３月の休館日…５日㈪・12日㈪・19日㈪・
　26日㈪・31日㈯ 

開館時間…9：00～18：00
3月の休館日…６日㈫・13日㈫・21日㈬・
　27日㈫・31日㈯　　　　　　   

新刊図書紹介 ３月の催し

「道化師の蝶」
円城  塔  著　　講談社

「共喰い」

「無双の花」 

「歪」

「眺望絶佳」

「サラの柔らかな香車」

葉室 麟 著　文藝春秋

堂場 瞬一 著　角川書店

中島 京子 著　角川書店

橋本 長道 著　集英社

島原図書館（☎64－4115） 有明図書館（☎68－5808）

図書館通信

介
護
保
険
料
普
通
徴
収
（
第
６
期
分
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
普
通
徴
収
（
第
９
期
分
）

の
納
期
は
４
月
2
日
㈪
ま
で
で
す

　

納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
な
ど
の
自
動
振
込
み
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
各
金
融
機
関
、
郵
便
局
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）、

島
原
雲
仙
農
協
、
島
原
漁
協
、
有
明
漁
協
な
ど
で
受
け
付
け
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先

▼
介
護
保
険
料　

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険
課
（
☎
61
９

　

１
０
１
）
ま
た
は
保
険
・
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ
保
険
班
（
☎
内
線
２
３

　

４
）、
有
明
支
所
（
☎
内
線
５
０
４
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

保
険
・
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ
保
険
班
（
☎

　

内
線
２
３
３
）
ま
た
は
有
明
支
所
（
☎
内
線
５
０
４
）

　3月の市民相談は、次の日程で市民相談センター（☎
内線１８４）で行ないます。なお、行政相談のみ有明支
所相談室でも受け付けます。
◆行政相談（行政相談委員）
　〈市民相談センター〉
　3月6日㈫･13日㈫･27日㈫   　  13：00～16：00
　〈有明支所相談室〉
　3月7日㈬ 　　  　　　　　　　  13：00～16：00
◆人権相談（人権相談委員）
　3月7日㈬　　　　　  　　　　   13：00～16：00
◆弁護士法律相談（弁護士）【要予約】
　3月15日㈭　　　　　  　　　　 13：00～16：00
◆不動産に関する相談（宅建協会）
　3月19日㈪　　　  　　　　　　 13：00～16：00
◆交通事故巡回相談（県交通事故相談員）
　3月22日㈭　　　  　　　　　　 10：00～16：00
◆相続・遺言・任意後見・各種契約など公証人法律相談
　（島原公証役場公証人）
　3月28日㈬ 　　　　  　　　　　13：00～16：00
◆一般相談（市相談員）
　土曜日・日曜日・祝日を除く毎日　8：30～17：15

　帽子をすりぬける蝶が飛行機の中を舞
うとき、「言葉」の網が振りかざされる。
希代の多言語作家「友幸友幸」と、資産
家A・A・エイブラムスの言語をめぐっ
てつながっていく物語。

田中 慎弥 著　　集英社
　川辺の町で起こる、逃げ場のない血と
性の濃密な物語を描いた表題作と死にゆ
く者と育ってゆく者が織りなす太古から
の日々の営みを丁寧に描いた「第三紀層
の魚」を収録。

■おはなしのじかん
　　　　　  
■手作り講座「布の絵本作り」
　　　　　　 　
■郷土史を学ぼう会
　「島原藩日記に見る享保期の暮らしⅢ」
　「深溝世紀　忠和公編２１」 　 
■おはなしひろば
■おはなしのじかん 0･1･2
※３月 16日（予定）まで、工事のため駐車場が利
　用できませんので、大手広場の市営駐車場を利用
　してください

　　　　　  3 日㈯・10日㈯・17日㈯　11:00 ～

　　　　　　 　1日㈭・3日㈯　13:00 ～
 　 17 日㈯　14:00 ～

　　　　   24 日㈯　11:00 ～
　28日㈬　11:00 ～

■手作り講座「いちごのコサージュつくりましょ」
　
■ちいさなおはなしかい
■古くなった雑誌をお譲りします（1人５冊まで）

■おはなしのじかん

有明図書館
　　　　　　　　　　　　　　

3日㈯　13:30 ～
　　　　10日㈯　15:00 ～

17日㈯・18日㈰
24日㈯　14:30 ～

島原図書館

市民相談センターのご案内市民相談センターのご案内


